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亜熱帯生物資源の高度利用技術の開発

◆PP2Aの遺伝子工学による生産に初めて成功し、貝毒判別キットなど
の用途を開発した

１．本研究の目的

プロテインホスファターゼ２Ａ（PP2A）は生体内シグナル伝達に重要な役割を果たして

おり、タンパク質のセリン・トレオニン残基に結合したリン酸基を加水分解する酵素の中

でも最も基本的な酵素の一つである。そのため、生化学試薬として大きな需要がある。さ

らに、その活性は下痢性貝毒のオカダ酸や藍藻が産生する肝臓毒として知られるミクロ

シスチンによって強力に阻害されることが知られている。そこで、生化学試薬及び、これ

ら貝毒、藍藻毒の高感度検出試薬として有用性が非常に高いPP2Aの大量生産を遺伝

子工学の手法によって試み、PP2Aを試薬とした簡易検出キットを作製し、製品化を行う

ことを目的とする。

３，研究成果

バキュロウイルス‐昆虫培養細胞発現系を利用することでPP2Aをリコンビナントタン

パクとして大量に発現･精製することが可能になった。また、生産したPP2Aの利用開発

として、PP2Aを構成試薬とした下痢性貝毒、藍藻毒の簡易検出キットの開発を行い、

検出感度の高い天然毒（下痢性貝毒及び藍藻毒）検出キットの試作品を完成すること

が出来た。世界公定法としての承認に向けて作業を進めている。

４，今後の展開

ＪＳＴ沖縄県地域結集型共同研究事業

２，研究内容

本研究開発では、PP2Aを産業利用の目的で供給するための大量調製方法の確立を

試みた。タンパク質の大量調製を行うための系としてよく知られている大腸菌発現系及

び、バキュロウイルス-昆虫細胞発現系を用い、PP2Aの発現条件の検討、細胞の培養

方法、酵素の抽出・精製方法等の検討を行うことで実用化に向けたＰＰ２Ａの大量生産

技術の開発を行った。また、生産したPP2Aの利用開発として、PP2Aを構成試薬とした

天然毒（下痢性貝毒、藍藻毒）簡易検出キットの開発を行った。キットの開発に向けて、

酵素の保存安定性試験を含めた使用方法の検討を行った後、下痢性貝毒及び藍藻毒

検出キットの試作品を作製し、測定精度の検証を行い、製品化へ向けた品質評価を

行った。
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この研究は、平成18年度沖縄県産学官共同研究推進事業へ引き継がれ、下痢性貝毒

の簡易検出キットの製品化を行った後、現在は平成19年度地域新生コンソーシアム事業

に引き継がれ、藍藻毒の簡易検出キットの開発を行い、製品化に向けた取り組みが行わ

れている。さらに、製品化された下痢性貝毒検出キットに関しては国際的な公定法として

の承認に向けた取り組みが行われている。




